
 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

かっぱらんど【ゆり】 

 

米物語【ゆり】 

 
5 月に苗植えを行

い、毎日、世話を

し続けた子どもた

ち。大きく成長し、

背比べができる

ほどに伸びまし

た。 

稲穂を守るため

作戦会議。雨に

濡れても大丈夫、

陽の光を通し、網

目が細かく、鳥の

くちばしが入らな

いネットをかける

ことになりました。 

見たことの無い

葉っぱを発見

「謎の生物や

～」と言いなが

ら雑草を取って

います。 

早速！みんなで

協力してネットを

取り付けます。 

隙間から鳥が入

らないように丁

寧に取り付けて

います。 

なんと！大切に育

てた野菜を鳥や

虫に食べられてし

まいました。 

「どうやったらまも

れるかな？」 

みんなで知恵を出

し合います。 

身体の部分、手の
部分、足の部分と
それぞれに素材を
組み合わせながら
かかしを作り上げ
ていきます。 

いよいよ『かかし』

を設置します。 

「野菜の見守りお願

いね」「台風に気を

付けてね」と語りか

けていました。 

ゆりぐみが、かっぱらんどに行

けない時に野菜を守る、『かか

し』を作ろう！と決めました。

「自分達とそっくりな物」「動物

がいいんじゃない？」とアイデ

アが飛び交います。 

きゅうりの皮にカタ

ツムリの足跡、トマ

トの中には虫を見

つけて「野菜の家

に住んでいるのか

な？」と、想像を膨

らませています。 

胴体、手、足の部

分とそれぞれに素

材を組み合わせ、

『かかし』を作って

いきます。足もしっ

かり立つように 2本

から 4本へ！ 


